
森づくり活動報告書 

場 所 森林インストラクターの森 (都幾川) 

日 時 ２０２６年 6月 14日（日）  ９：００～１3：００ 

天 候 曇り 

参加者 
星野 横山 芳野 池田 近江 毛利 藤井 桑原 大木 岡野 

資格支援講座受講生：岡田 空田 

報告者 岡野浩史、藤井庸図（一部） 

 

活動内容 
 

ときがわ町の森林インストラクターの森にて以下の3 点の活動を実施しました。  

1） 作業/活動   ※①、②は2 班に分かれて活動した 

① 枯れ木の除去作業  

② 資格支援講座の林業体験実習：伐倒作業 

対象者：受講生＋岡野   指導：横山、毛利、星野 

2） 勉強会  

③キアシドクガ（蛾）について      講師  近江 

④葉の形状・色から樹木を同定する  講師  星野 

 
（今後の予

定・感想な

ど）        

①間伐作業 

森の頂上付近の木々が枯れて倒れているので、安全を考慮しその木々の除去作業を実施。 

私（藤井）個人の感想ですが、以前よりも木々が弱っているような気がしました。（鹿害？） 

 

②林業体験実習は、横山先生のご指導のもと、伐倒作業の座学と実技を行いました。 

私(岡野）も今年入会なので受講生2 名と一緒にこちらに参加しました。 

座学は、”安全な伐木造材作業”等のテキストを基に、安全第一で活動するには、服装と保護具・

適正な伐採方向・退避場所選定・正しい受け口追い口切りなどが重要であることを学びました。 

災害につながらないように気持ちを引き締めます。 

実技では、かかり木しない伐倒方向を決めてロープ張りをして、受け口追い口切りからロー

プを引いて伐倒することができました。伐倒作業では、伐倒方向を決めるのが一番難しいと感

じました。 

 

③昼食後、キアシドクガについて近江先生から講義してもらいました。名前はたいそう恐ろしく

聞こえますが、無毒でしかもモンシロチョウ似の妖精で夏前の今の時期だけ見ることができる

そうです。ミズキの葉が食草ですが見てみたいですね。 

④森林インストラクターの森の樹木の葉から同定について、星野先生から講義してもらいまし

た。ヒノキの葉裏の気孔帯の形状、ホオノキの葉の食の分野での活用、トチノキの掌状複葉、ク

ヌギの葉の鋸歯の先端がクリの葉との見分けになる、等々話題を多く提供いただきました。 

 

 

 

以上 

➁間伐実習 

追い口切り 

➁間伐実習 

ロープ張り 

➀枯れ木の除去作業 


